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本
願
寺
山
口
別
院
永
代
経
法
要
（
教
区
全
門
徒

物
故
者
総
追
悼
法
要
）
が
、
６
月
８
日
㈯
か
ら
10

日
㈪
の
３
日
間
営
ま
れ
、
約
１
０
０
０
人
が
参
拝

し
た
。
本
年
は
ご
講
師
の
紫
藤
常
昭
氏
（
福
岡
教

区
早
良
組
徳
常
寺
）
に
お
取
次
い
た
だ
い
た
。
３

日
間
の
帳
場
等
は
、
玖
珂
西
組
、
美
祢
東
組
、
豊

浦
組
の
皆
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
。

　
法
要
で
は
、
逮
夜
法
要
の
お
勤
め
中
に
各
参
拝

組
よ
り
代
表
焼
香
が
行
わ
れ
、
参
拝
の
皆
様
と
一

緒
に
日
中
法
要
「
十
二
礼
作
法
」、逮
夜
法
要
「
宗

祖
讃
仰
作
法
（
音
楽
法
要
）」
が
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
勤
修
さ
れ
た
。

2024(令和6）年2024(令和6）年

本願寺山口別院永代経法要本願寺山口別院永代経法要
〜教区全門徒物故者総追悼法要〜〜教区全門徒物故者総追悼法要〜

6月8日（土）〜10日（月）6月8日（土）〜10日（月）

2024(令和6）年　永代経法要各組結衆・列衆出勤者一覧(敬称略)

6 月 8日（土）

熊毛組 國光　正裕 長岡　雅文 萩組 久保　和恵

厚狭西組 萩嶺　隆行 阿武組 木村　岳乗 阿武　正法

宇部北組 厚東　尚俊 石井　良祐 豊浦西組 来見田宏昭 明　一雄
美祢西組 安井　定瑛 下関組 上野　浄 西村　武大

6 月 9日（日）

柳井組 岡本　隆有 有知山一信 美祢東組 津立　龍宣 三島　一生

岩国北組 岡崎　隆史 氷室　正法 須佐組 陶　光明
防府組 久保　潤爾 石丸　涼道 児玉　真 上條　尚弘 大津東組 久保　隆史 鴻嶺　善隆

山口北組 大庭　人雄 豊田組 渓　利恵 済　教正
宇部小野田組 小幡　義隆 小月組 酒井　由華 明　貴徳

6 月１０日（月）

大島組 松原　智人 桑野　眞理 山口南組 日下　秀圓 伊川　至孝

熊毛組中組 月林　賢昭 國司　法丸 華松組 安部　隆爾 金安ちづる

熊南組 松本　隆宏 布田　晃一 大津西組 蓮　三雄

豊浦組 新　晃眞 戸﨑　了爾 白滝組 宗岡　義博 中山　浩司

周南組 江見　真迅 藤野真砂雄 熊濃組 三木　智信
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代表焼香永代経の荘厳

講師：紫藤常昭氏

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2024.7.1 ～ 2024.10.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
７月  1 日～ 10 日 重枝　真紹 ９月  1 日～ 10 日 石田　敬信

11 日～ 20 日 高橋　了 11 日～ 20 日 木村　智教
21 日～ 31 日 藤本　弘信 21 日～ 30 日 吉見　勝道

８月  1 日～ 10 日 吉岡　顕真 10 月  1 日～ 10 日 石丸　涼道
11 日～ 20 日 金安　ちづる 11 日～ 20 日 厚見　崇
21 日～ 31 日 長尾　智章 21 日～ 31 日 中山　教昭

　※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

本
願
寺
山
口
別
院

　
　
　  

永
代
経
法
要
の
様
子
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組長・教区会議員の紹介組長・教区会議員の紹介

No. 組　　名 組　　長
教　区　会　議　員

僧　侶　議　員 門　徒　議　員

第
１
Ｂ

01 岩 国 組 藤 谷 英 信 副 会 長 藤 山 正 則 常 備 会 員 嘉 屋 義 久

02 美 和 組 原 田 泰 佳 冨 士 原 光 徳 友 定 英 章

03 玖 珂 西 組 岸　 弘 之 桂　 信 一 中 川 貴 良 常 備 会 員

04 柳 井 組 岡 本 隆 有 村 上 智 仁 河 本 英 二

05 岩 国 北 組 榛 澤　 勉 廣 兼 成 道 河 井 弘 樹

06 大 島 組 大 海 裕 孝 田 村 泰 成 濱 本　 齊

第
２
Ｂ

07 熊 毛 中 組 清 水 信 次 野 﨑 正 信 山 本 幸 弘

08 熊 南 組 佐 原 正 文 西 寺 達 美 吉 岡　 巌

09 熊 毛 組 長 岡 雅 文 堀 常 宗 城 末 延 勇 雄

10 熊 濃 組 桂  敬 孝 米 澤 痴 達 藤 井 宜 章

11 下 松 組 佐 伯 広 昭 内 山 信 昭 常 備 会 員 松 村 芳 彦

12 周 南 組 赤 松 泰 城 会 長 渓　 宏 道 藤 本 賢 司 常 備 会 員

13 防 府 組 安 間 保 人 八 木 靜 也 議 長 川 瀬 信 雄

第
３
Ｂ

14 山 口 南 組 日 下 秀 圓 城　 宣 生 河 村 博 次

15 山 口 北 組 名 護 屋 宗 味 讃 井 芳 正 藏 増 克 之

16 華 松 組 金 安 ち づ る 入 江　　 聡 上 田 正 孝

17 宇部小野田組 中 山 昭 乗 姫 路　 紀 川 本 幸 夫

18 厚 狭 西 組 小 山 勝 恵 副 会 長 角　 典 昭 常 備 会 員 吉 井 克 也

19 宇 部 北 組 山 名 学 道 杉　 顯 紹 藤 本 一 規 常 備 会 員

第
４
Ｂ

20 美 祢 東 組 田 中 恵 昇 三 島 一 規 大 呑 俊 彦

21 美 祢 西 組 伊 藤 友 治 平 佐 秀 成 山 本　 篤

22 萩 組 守 重 哲 夫 榮 　 中 吉 屋 卓 志 常 備 会 員

23 阿 武 組 小 野 善 和 木 村 岳 秀 宮 木 久 司

24 須 佐 組 明 山 孝 範 寺 戸 宣 隆 橋 本 忠 男

25 大 津 東 組 小 内 良 文 藪 木 暁 見 谷 川 雅 之

26 大 津 西 組 蓮　 三 雄 ブロック代表 長 岡 裕 之 常 備 会 員 藤 田　 悟

第
５
Ｂ

27 白 滝 組 中 山 和 泉 中 山 浩 司 森 本 文 男

28 邦 西 組 小 笠 原 摂 雄 福 田 了 潤 亀 﨑 俊 明 副 議 長

29 豊 田 組 尾 寺 俊 水 来 嶋 道 則 津 田 恒 雄

30 小 月 組 齋 藤 教 津 寺 井 紹 道 岡 村 則 幸

31 豊 浦 組 井 上 龍 秀 戸 﨑 文 昭 渡 辺 輝 二 郎

32 下 関 組 田 中 博 明 ブロック代表 宮 川 晃 宣 藤 村 紀 久 正

33 豊 浦 西 組 来 見 田 宏 昭 井 上 隆 純 常 備 会 員 伊 藤　 守

任期／ 2024( 令和 6) 年度〜 2027( 令和 9) 年度



〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜

（5）　No.234 2024（令和 6）年 7月

　
防
府
組
　
光
明
寺
　
住
職
　
八
木
　
靜
也

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
か

ら
解
放
さ
れ
よ
う
や
く
日

常
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
も
そ
の
後
遺
症

に
苦
し
む
多
く
の
人
が
い

る
と
仄そ

く
ぶ
ん聞

し
て
い
ま
す
。
私
達
の
宗
門
も
同
様
で
す
。
法

座
開
催
の
躊
躇
か
ら
宗
門
・
寺
院
の
果
た
す
役
割
が
減
退

し
、
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
は
中
々
戻
り
ま
せ
ん
。
こ
の
環

境
下
で
、
三
つ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
一
、
宗
門
財
政
の
安
定
化
と
負
担
の
公
平
性
の
た
め
、

寺
院
収
入
に
よ
る
新
賦
課
基
準
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
適
切
な
教
区
間
調
整
が
な
さ
れ
て
も
、
教
区

内
で
の
組
間
調
整
は
残
り
ま
す
。
宗
派
の
基
準
を
適
用
で

き
れ
ば
最
善
で
す
が
、
困
難
な
場
合
は
、
教
区
会
で
決
議

し
設
置
し
た
専
門
委
員
会
で
の
検
討
が
生
き
て
き
ま
す
。

困
難
な
状
況
も
想
定
し
現
在
の
委
員
会
の
活
動
は
継
続
必

須
で
す
。

　
二
、
新
し
い
領
解
文
を
巡
る
問
題
で
す
。
宗
派
の
対
応

を
巡
っ
て
本
山
の
求
心
力
を
損
な
い
か
ね
な
い
事
態
で
す
。

一
刻
も
早
く
解
決
で
き
る
よ
う
僧
侶
及
び
ご
門
徒
の
素
直

な
声
を
宗
派
に
届
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
三
、
別
院
財
政
問
題
で
す
。
直
属
の
ご
門
徒
を
持
た
な

い
別
院
に
と
っ
て
お
参
り
の
減
少
は
死
活
問
題
と
な
り
、

参
拝
者
の
増
加
策
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　 

議
長
を
拝
命
し
て
二
期
目
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
直
視
し
、

教
区
会
の
更
な
る
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　
邦
西
組
　
善
照
寺
　
総
代
　
亀
﨑
　
俊
明

　
こ
の
た
び
図
ら
ず
も
皆

様
の
温
か
い
ご
推
挙
に
上

り
ま
し
て
、
山
口
教
区
教
区

会
の
副
議
長
に
御
選
任
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
感
激
に
堪
え
な
い
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
し
て

歴
代
副
議
長
方
の
優
れ
た
手
腕
と
業
績
に
思
い
を
致
す
時
、

果
た
し
て
こ
の
重
責
を
全
う
し
、
ご
期
待
に
添
う
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
心
配
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
上
は
全
精
力
を
傾
注
し
、
こ
の
大
任
を
果
た
し
た
い

と
念
願
し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
今
日
全
国
的
に
宗
教
離
れ
、
し
い
て

は
浄
土
真
宗
の
各
寺
院
門
徒
に
お
け
る
寺
離
れ
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
対
策
に
は
、
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可

欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
誠
に
粗
辞
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
副
議
長
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
周
南
組
　
徳
応
寺
　
住
職
　
赤
松
　
泰
城

　
今
般
、
山
口
教
区
組
長

会
長
に
再
選
さ
れ
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
山
口

教
区
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
共
に

歩
ん
で
参
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
教
区
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教

開
宗
８
０
０
年
の
慶
讃
法
要
を
盛
大
に
お
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
法
要
記
念
と
し
て
別
院
に
親
鸞
聖
人
尊
像

を
建
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
勝
縁
に
際
し

ま
し
て
は
、
教
区
内
の
各
寺
院
様
よ
り
多
大
な
る
ご
懇
念
、

ま
た
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

以
前
の
よ
う
な
寺
院
活
動
に
戻
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

い
ま
だ
試
行
錯
誤
の
日
々
で
あ
り
ま
す
。
宗
門
と
し
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、「
仏
法

第
一
、
お
念
仏
を
次
代
に
」
の
思
い
で
精
進
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
支
援
の
程
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
区
会
議
長
就
任
挨
拶

教
区
会
副
議
長
就
任
挨
拶

組
長
会
長
就
任
挨
拶
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ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
並
び
に
補
任
式

が
本
願
寺
山
口
別
院
に
て
行
わ
れ
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
保
育
連
盟
加
盟
園
に
新
た

に
就
職
を
し
た
保
育
士
・
教
諭
な
ど
を
主

な
対
象
者
と
し
、「
ま
こ
と
の
保
育
」
を
実

践
す
る
に
あ
た
り
、
誇
り
と
自
覚
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
下
関
市
社
会
福
祉
法
人
い
ず

み
保
育
園
理
事
長
・
本
願
寺
派
布
教
使
の

井
上
龍
秀
先
生
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
お

話
を
い
た
だ
い
た
。

　
午
後
か
ら
は
本
堂
に
て
、
山
口
短
期
大

学 

児
童
教
育
学
科 

准
教
授
の
、
木
橋
奏
子

先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、
仏
教

讃
歌
の
「
の
ん
の
さ
ま
」
の
歌
唱
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
続
け
て
、
西
本
浩
二
教
務
所
長
よ
り
一

人
ひ
と
り
に
補
任
証
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

40
名
の
方
が
「
ま
こ
と
の
保
育
」
実
践
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
並
び
に
補
任
式

ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
並
び
に
補
任
式

４
月
４
月
2020
日
（
土
）

日
（
土
）

講師：井上龍秀氏

講師：木橋奏子氏
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若若    

朋朋    

会会

 

こ
の
度
、
若
朋
会

会
長
に
就
任
し
ま

し
た
美
祢
東
組
明

嚴
寺
の
中
島
翔
希

で
す
。

　
龍
谷
大
学
を
卒
業
後
、
山
口
へ
来
て

布
教
使
で
あ
る
祖
父
、
中
島
昭
念
よ
り

『
色
ん
な
と
こ
ろ
へ
出
て
顔
を
覚
え
て
も

ら
い
な
さ
い
』
と
い
う
教
え
に
よ
り
、

若
朋
会
に
ご
縁
が
で
き
会
長
と
し
て
活

躍
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
賜
り
微
力

な
が
ら
頑
張
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
寺
院
子
弟
研
修
会
を
中
心
に
次
世
代

へ
お
念
仏
相
続
を
目
標
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
変
化
し
社
会
情
勢
や
宗
教
と

の
関
わ
り
方
な
ど
も
移
り
変
わ
っ
て
い

く
世
の
中
で
、
お
寺
も
変
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
感
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
な
い
仏

様
の
教
え
や
仏
法
聴
聞
を
大
切
に
し
て

会
員
同
士
交
流
し
な
が
ら
共
に
前
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　
若
朋
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
と
も
に
お
念
仏

申
す
朋
友
（
な
か
ま
）

の
輪
を
拡
げ
よ
う
」

と
掲
げ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
か
か
わ
ら
ず
寺

院
子
弟
研
修
会
な
ど
対
面
行
事
の
再
開
に
ご

理
解
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、

会
所
寺
院
や
教
務
所
の
皆
様
、
若
朋
会
OB
・

会
員
、
御
門
徒
な
ど
有
縁
の
方
々
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
代
で
は
若
朋
会
発
足
の
原
点
回
帰
し

て
「
活
動
に
親
し
み
交
流
」
を
行
い
、
会
の

魅
力
を
教
区
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
新
会
員
や
若
坊
守
ら
家

族
がBBQ

で
親
睦
を
深
め
、
つ
な
が
り
も

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
若
朋
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク

や
輪
袈
裟
を
作
成
し
て
一
体
感
を
出
し
活
動

す
る
こ
と
で
、
会
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
特
に
輪
袈
裟
は
、
現
会
員

の
み
な
ら
ず
歴
代
会
長
・
OB
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
完
成
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
朋
友
が
ひ
ろ
が
る
若
朋
会

に
な
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

●
新
役
員
紹
介

会
　
長
　
中
島

　翔
希

　

		（
美
祢
東
組
明
嚴
寺
）

副
会
長

　帆
足

　童
夢

　

		（
阿
武
組
正
楽
寺
）

　
　
　
　高
橋

　
　了

　

		（
白
滝
組
専
修
寺
）

幹

　事

　西

　
　淳
章

　

		（
豊
田
組
西
念
寺
）

　
　
　
　淺
原

　賢
凌

　

		（
大
島
組
浄
念
寺
）

広

　報

　黒
瀬

　英
世

　

		（
宇
部
小
野
田
組
西
秀
寺
）

　
　
　
　姫
路

　
　超

　

		（
宇
部
小
野
田
組
正
教
寺
）

庶

　務

　日
髙

　智
詞

　

		（
宇
部
小
野
田
組
淨
円
寺
）

会

　計

　金
安

　一
樹

　

		（
華
松
組
安
楽
寺
）

顧

　問

　波
佐
間

　正
弘
（
美
祢
西
組
正
隆
寺
）

　
　
　
　照
嶌

　正
道

　

		（
美
祢
西
組
生
蓮
寺
）

監

　事

　末
武

　寛
行

　

		（
下
松
組
浄
蓮
寺
）

　
　
　
　吉
見

　勝
道

　

		（
宇
部
小
野
田
組
浄
念
寺
）

末
武
　
寛
行
　
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　
退
任
挨
拶

中
島
　
翔
希
　
新
会
長

　
　
　
　
　
　
　
就
任
挨
拶

２
０
２
４

（令
和
６
）
年
度

　
総
会

  

佐
々
木
大
乗
氏
に
よ
る
荘
厳
・
仏
華
の
研
修
会４

月
23
日(

火)

開
催

　
お
荘
厳
と
し
て
の
見
栄
え
も
大
切
で
す
が
、

仏
華
は
お
供
え
も
の
で
す
。
お
供
え
す
る
気
持

ち
が
大
切
で
あ
る
と
研
修
を
通
し
て
気
づ
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
菊
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
用
い

な
が
ら
実
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仏
華

を
立
て
る
際
の
基
本
的
な
コ
ツ
か
ら
花
材
の
長

さ
や
色
、
配
置
が
与
え
る
印
象
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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令
和
６
年
５
月
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
）

に
山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
が
山
口

別
院
で
開
催
さ
れ
２
日
間
で
６
６
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
為
、
総
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
や
維
新
ホ
ー

ル
で
半
日
開
催
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

以
前
の
よ
う
に
山
口
別
院
で
２
日
間
に
分
け

て
１
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
方
々
も
「
別
院
で
ご
聴
聞
出

来
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
よ
ろ
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
と
の
お
話
も

弾
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

　
今
回
の
総
会
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師 

奈
良
教
区 

勝
光

寺
住
職 

花
岡
静
人
氏
を
お
招
き
し
、
講
題

「
親
鸞
聖
人
の
お
手
紙
」
と
題
し
て
ご
講
話

を
頂
き
ま
し
た
。 

　「
註
釈
版
聖
典
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
親

鸞
聖
人
の
現
存
す
る
お
手
紙
は
全
部
で
43
通 

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
13
通
の
お
手
紙

は
聖
人
と
関
東
の
門
弟
と
の
手
紙
の
や
り
と

り
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
郵

便
制
度
の
無
い
時
代
で
、「
命
が
け
」
で
お

手
紙 

を
届
け
ら
れ
た
事
、
大
変
な
思
い
を
さ

れ
て
こ
の
手
紙
を
書
か
れ
た
親
鸞
聖
人
の
言

葉
と
思
い
な
ど
、
手
紙
を
通
し
て
の
交
流
で

す
が
、
そ
こ
に
は
聖
人
と
門
弟
の
距
離
を
越

え
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
講

師
か
ら
「
親
鸞
聖
人
の
お
手
紙
」
を
通
し
て

浄
土
真
宗
の
真
実
の
教
え
を
一
つ
ひ
と
つ
わ

か
り
や
す
く
、
難
し
い
言
葉
も
例
え
話
を
も

ち
い
な
が
ら
伝
え
て
頂
い
た
こ
と
は
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
に
も
熱
く
響
き
、
親
鸞

聖
人
の
教
え
が
十
分 

に
届
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
も
、

講
話
の
内
容
を
幅
広
く
伝
え
て
頂
き
、
皆
さ

ん
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
達
は
、
こ
れ
か
ら
未
来
の
あ
る
子
ど
も

達
や
若
い
方
々
が
気
軽
に
一
人
で
も
多
く
お

寺
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
開
か
れ

た
お
寺
」
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
み
ん
な

で 

協
力
し
合
い
計
画
し
て
、
お
話
を
聞
く
機

会
や
讃
歌
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

講師：花岡静人氏

山
口
教
区

　仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会

山
口
教
区

　仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会

５
月
５
月
2222
日
（
水
）・

日
（
水
）・
2323
日日((

木木))
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本
願
寺
山
口
別
院

・
山
口
教
区
教
務
所

〒
七
五
四
ー
〇
〇
二
二   

山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町
三
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

〇
八
三
（
九
七
三
）
四
一
一
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
八
三
（
九
七
三
）
四
六
三
一

本願寺山口別院 検索
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先
日
、
90
代
の
親
戚
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
自
由
自
在
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
を

見
て
、「
私
よ
り
上
手
に
扱
っ
て
い
る
」「
い

く
つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
大
切
だ
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　
前
年
度
、
山
口
別
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
お
気
づ
き

で
し
ょ
う
か
。
よ
り
見
や
す
く
、
調
べ
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、YouTube

に
よ
る
法
要
の
発
信
を
は
じ
め
、LIN

E

、

Instagram

、Facebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
の
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
社
会

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
時
代
に
合
わ
せ

て
広
報
活
動
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
同
時
に
、
そ
れ
に
伴
う
技
術

を
習
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
ま
す
。 〜

編
集
後
記
〜

敬

弔

柳
井
組
　
法
樹
寺
　
住
職

難
波
　
隆
成
（
87
）
４
月
６
日

萩
　
組
　
光
山
寺
　
衆
徒

山
中
　
典
征
（
49
）
４
月
11
日

萩
　
組
　
光
山
寺
　
前
住
職

　
　
　
　
武
田
　
宣
　  （
87
）
４
月
16
日

柳
井
組
　
明
照
寺
　
前
住
職

　
　
　
　
那
須
　
大
心
（
76
）
４
月
25
日

大
津
東
組
　
専
修
寺
　
前
々
坊
守

久
保
ア
イ
子
（
98
）
５
月
２
日

宇
部
小
野
田
組
　
西
覚
寺
　
住
職

　
　
　
小
山
　
智
宣
（
61
）
５
月
12
日

宇
部
北
組
　
浄
円
寺
　
前
坊
守

若
松
モ
ミ
ヂ
（
98
）
５
月
1８
日

周
南
組
　
光
照
寺
　
衆
徒

　
　       

貞
弘
　 

正 

　（
79
）  

５
月
20
日

大
津
東
組
　
佛
言
寺
　
住
職

           
鴻
嶺
　
文
生
（
78
）
５
月
26
日

下
松
組
　
勝
賢
寺
　
前
住
職

森
田
　
義
信
（
87
）
５
月
29
日

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

２
０
２
４(

令
和
６)

年
４
月
〜
６
月

（敬
称
略
）

柳
井
組
　
教
念
寺
　
坊
守

　
　
　    

岡
本
つ
よ
子
（
96
）
６
月
１
日

小
月
組
　
教
念
寺
　
前
住
職

　
　
　
　
泉
　
　
勇
哲
（
92) 

６
月
13
日

萩
　
組
　
真
覚
寺
　
住
職

　
　
　
　
俵
　
睿 　

    （
78
）
６
月
15
日

別
院
・
教
区
行
事

７
月

5
日
㈮

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
御
園
生
宣
尚
氏
（
周
南
組
宝
性
寺
）

7
日
㈰

仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

8
日
㈪

み
の
り
会
総
会
　
第
73
回
聞
法
の
つ
ど
い
　

　
　
講
師
／
樹
木
正
法
氏
（
岩
国
組
浄
蓮
寺
）　

9
日
㈫

門
徒
推
進
員
研
修
協
議
会
　
講
師
／
樹
木
正
法
氏
（
岩
国
組
浄
蓮
寺
）

11
日
㈭

御
同
朋
の
社
会
を
目
指
す
運
動
（
実
践
運
動
）
研
修
会
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

24
日
㈬

矯
正
教
化
山
口
支
部
総
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈮

臨
時
教
区
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

30
日
㈫
｝
第
四
連
区
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講
座

31
日
㈬

　
　
講
師
／
鷲
尾
純
一
氏
（
新
潟
教
区
託
念
寺
）
…
…
…
…
…
…
…
　    

山
口
別
院

　
　
講
師
／
重
田
博
正
氏
（
大
阪
社
会
医
学
研
究
所
顧
問
）
…
…
…
　    

山
口
別
院

８
月

5
日
㈪

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
森
田
義
見
氏
（
下
松
組
勝
賢
寺
）

19
日
㈪
｝
若
朋
会
寺
院
子
弟
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

20
日
㈫

21
日
㈬

第
20
回
山
口
教
区
少
年
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈪
｝
夏
季
布
教
大
会
　
講
師
／
藤
澤
信
照
氏
（
滋
賀
教
区
浄
光
寺
）
…
…
…
　
玖
珂
西
組

27
日
㈫

28
日
㈬
｝
第
１
回
得
度
講
習
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

29
日
㈭

　
　
講
師
／
賀
陽
　
寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

30
日
㈮

第
４
回
得
度
考
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

９
月

5
日
㈭

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
島
昭
念
氏
（
美
祢
東
組
明
嚴
寺
）

7
日
㈯

第
４
連
区
仏
壮
セ
ミ
ナ
ー
　
講
師
/
北
山
祐
章
氏
（
備
後
教
区
光
源
寺
）  

防
府
市

13
日
㈮

公
聴
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

25
日
㈬
｝
全
国
寺
族
青
年
軟
式
野
球
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
京
都
市

26
日
㈭

27
日
㈮

26
日
㈭
｝
中
四
国
仏
婦
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
陰
教
区

27
日
㈮


